
学
界
消
息

一
九
五
三
年
度

京
大
文
学
部
史
学
科

　
卒
業
生
及
び
卒
業
論
文
題
目

　
　
　
国
史
学
専
攻

　
〔
旧
　
制
〕

六
波
羅
探
顯
酬
の
変
質
過
程
　
　
　
　
　
　
　
上
…
横
手
雅
靴
鰍

薬
師
寺
金
堂
薬
師
三
三
像
　
　
　
　
　
坂
閏
　
庄
司

条
約
改
正
小
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戸
祭
　
　
武

明
治
中
期
の
愛
国
室
義
　
　
　
　
　
　
中
塚
一
　
　
明

申
世
村
落
に
於
け
る
農
民
と
地
主
に
関
す
る
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畑
井

北
村
透
谷
論
　
　
　
　
　
　
　
　
増
田

米
騒
動
の
一
考
憲
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
松
尾

平
一
戸
イ
ギ
リ
ス
商
館
の
失
敗
に
つ
い
て

　
〔
新
　
制
）

近
世
に
於
け
る
丹
後
縮
緬
機
業
の
発
展

学
界
消
息

尊

党博弘

山
屋
　
源
行

池
田
　
敬
正

平
安
遷
都
前
後
に
齢
け
る
政
治
過
程
の
診

察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泉
谷

中
世
末
期
に
お
け
る
国
入
層
の
動
向
　
上
野

永
井
荷
風
小
論
　
　
　
　
　
　
　
　
久
保

逸
玉
に
於
け
る
灘
酒
造
業
の
発
展
　
　
橋
本

塵
世
蘭
幽
衙
領
の
基
礎
的
考
宏
殖
　
　
　
　
確
嬢
本

和
泉
国
大
烏
庄
大
番
舎
人
の
申
世
的
動
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
尾

幸
徳
秋
水
と
初
期
労
働
運
動
　
　

芳
村

近
世
農
一
村
の
纏
…
造
変
遷
　
　
　
　
　
　
脇
田

　
　
　
東
洋
災
学
専
攻

　
〔
旧
　
制
〕

康光博　康
彦隆一公夫

　治幸
修雄江

唐
代
に
於
け
る
穫
族
系
名
族
の
一
形
態
i
特
に

風
早
、
一
長
孫
氏
に
つ
い
て
の
考
察
　
　
｛
徽
藤
脚
　
泰
弘

三
階
溜
教
の
布
施
観
　
　
　
　
　
　
　
　
兼
子
　
秀
利

巴
蜀
開
国
伝
説
に
つ
い
て
の
一
考
察
　
狩
野
　
直
繭
…

康
有
為
の
雁
【
皮
相
な
評
一
価
　
　
　
　
　
申
川
　
　
綿
只

舗
刑
演
…
時
代
の
商
工
業
出
佃
に
つ
い
て
i
特
に
そ
の

社
会
的
役
割
と
抑
商
政
策
の
意
義
　
　
平
山
　
壮
三

義
和
団
箏
変
に
つ
い
て
一
清
朝
の
崩
壊
と
初
期

的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
展
開
と
し
て
　
堀
田
伊
八
郎

太
平
天
團
革
命
を
必
然
な
ら
し
め
た
社
会
的
条

件
に
関
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
高
吉

　
〔
新
讐

唐
代
禅
宗
の
発
農
－
四
川
の
念
仏
禅
　
竺
沙
　
雅
鷺
・

　
　
　
西
洋
奥
学
専
攻

　
〔
旧
　
制
〕

ア
メ
リ
カ
湘
卑
命
直
凶
剛
に
於
け
る
英
本
国
の
縮
一
民

地
｝
四
部
政
策
i
一
七
六
三
年
の
「
勅
令
」
を

中
心
と
し
て
一
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
利
三
郎

清
個
教
主
義
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
田
　
光
司

ピ
ョ
ー
ト
ル
時
代
に
於
け
呼
⇔
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ

ュ
ア
の
形
体
－
十
七
、
八
世
紀
ロ
シ
ア
社
会

経
済
史
へ
の
一
覇
試
論
四
一
　
　
　

並
川
喜
代
蒲
バ

モ
リ
ェ
ー
ル
を
め
ぐ
っ
て
、
か
れ
の
位
置
づ
け

に
つ
い
て
の
歴
史
的
な
考
察
　
　
　
　
藤
本
　
　
懐

疑
ロ
リ
ン
グ
時
代
の
グ
ル
ン
ド
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト

に
つ
い
て
1
土
地
所
有
形
態
と
し
て
の
面
か

ら
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
岡
　
　
豊

ル
ネ
サ
ン
ス
の
概
念
に
就
い
て
　
　
　
氏
原
　
　
幽
鈷

十
九
世
紀
初
頭
ド
イ
ツ
篇
神
の
一
僧
ー
ア
ダ

ム
。
ミ
ュ
ー
ラ
ー
を
中
心
と
し
た
政
治
的
ロ
ー

マ
ン
派
の
課
題
－
　
　
　
　
　
　
　
長
江
　
芳
夫

帝
国
主
義
時
代
の
海
外
投
資
に
関
す
る
一
考
察

～
デ
ィ
ス
レ
イ
リ
に
よ
る
運
河
株
買
双
と
そ

の
仙
例
後
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
臼
村
　
正
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
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学
界
消
息

ゲ
ル
マ
ン
商
業
の
起
源
と
発
展
　
　
　
堀
内
　
＝
偲

二
月
革
命
に
於
け
る
労
働
問
題
　
　
　
樋
口
　
　
陽

共
和
党
誕
生
期
の
儲
凹
題
」
一
南
北
仁
心
争
幽
削
史
の

研
究
－
　
　
　
　
　
　
　
篠
閏
　
．
潔

ド
イ
・
毘
社
会
と
自
盛
義
に
関
す
る
一
考

察
i
E
・
T
・
A
・
ホ
フ
マ
ン
と
H
・
ハ
イ

ネ
を
め
ぐ
っ
て
ー
ー
－
　
　
　
　
　
　
杉
村
　
和
子

農
業
問
題
よ
η
み
た
イ
ギ
リ
ス
革
命
長
沼
忠
兵
衛

「
ア
カ
ル
イ
ナ
の
人
々
」
研
究
　
　
　
吉
住
　
　
治

合
衆
国
西
漸
薄
動
に
於
け
る
プ
ラ
ン
テ
ィ
シ
ョ

ン
．
忙
つ
い
て
の
↓
考
察
　
　
　
　
安
弁
　
玄

　
〔
新
制
〕

北
米
赫
隅
民
地
に
於
け
る
ピ
ュ
薔
リ
タ
ン
の
…
考

察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
園
田
房
子

ロ
ー
マ
帝
国
に
於
け
る
都
市
制
度
の
推
移

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磯
田
　
和
雄

一
獄
囚
八
年
二
月
革
命
　
　
　
手
塚
　
晃

詩
か
ら
折
R
学
へ
1
古
典
ア
テ
ナ
イ
末
期
の
晒
栴

神
史
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
縄
　
謙
三

一
八
四
八
年
の
ド
イ
ツ
革
命
に
つ
い
て
の
一
壷

綿繭[
バ
ー
デ
ン
の
場
合
i
・
　
　
一
日
尾
　
洋
介

　
　
　
地
理
学
専
攻

　
〔
旧
　
制
〕

イ
ネ
の
分
布
と
品
種
改
良

ア
メ
リ
カ
都
市
の
発
仙
蓮

土
佐
紙
の
歴
史
経
済
地
理
学
的
研
究

浜
縮
緬
の
発
生
と
展
開

　
〔
新
　
制
〕

阿
蘇
…
火
口
原
の
曲
辰
，
村

京
阪
憩
地
方
に
於
け
る
電
力
資
源
に
つ
い
て

大
山
原
野
の
開
拓
に
就
い
て

　
　
　
考
古
学
専
攻

現
代
日
本
考
古
学
研
究
小
史

戦ハ

曹
ｨ
よ
び
濱
｛
代
工
艸
云
の
文
措
恢
帯
樒
…
成
に
つ
い

て
の
一
考
察

中
国
の
明
器

　
　
　
京
大
国
史
関
係

読
史
会
例
会
　
二
月
｝
四
窺
（
土
）

　
蘭
巌
ザ
史
に
お
け
る
二
三
の
問
題
　
　
大
月
　
　
明

　
尾
張
に
お
け
る
領
主
層
　
　
　
　
　
山
形
　
亥
郎

藩
史
会
例
会
　
二
月
二
五
日
（
水
）

　
初
期
労
働
運
動
に
お
け
る
幸
徳
秋
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芳
村
　
治
雄

国
更
卒
業
生
予
優
会
　
二
月
一
八
日
（
水
）

　
一
九
五
三
年
の
国
寅
卒
罵
栗
生
は
、
旧
制
…
八
名
、
新

星金に日
野関っ
　　い
省　　自
国恕　明

水立い押　矢松木伊
田入て野　守岡下藤

昭　　昭　一直　伸
夫哲　生　彦夫良之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六

　
制
氏
名
で
あ
る
。
こ
の
日
、
小
葉
田
、
柴
賑
両
柳
萩

　
授
、
赤
松
助
教
授
ほ
か
卒
業
生
・
学
生
約
四
〇
名

　
が
集
い
、
こ
れ
ら
の
新
卒
業
生
の
予
饅
会
を
行
っ

　
た
。
卒
業
生
へ
の
祝
賀
激
励
の
言
葉
に
対
し
、
餐

　
卒
・
業
生
か
ら
今
後
の
決
意
な
ど
互
に
交
歓
し
、
和

気
あ
い
み
い
裡
に
、
六
時
過
叢
会
し
た
。

辞
　
　
京
大
東
洋
史
関
係

東
方
単
騎
協
会
・
自
然
史
議
会
合
同
例
会

三
月
十
四
日
（
土
）

　
ネ
。
ハ
τ
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
踏
査
報
此
ロ
　
ム
ユ
四
　
一
国
笥
り

東
方
学
会
例
会
　
二
月
二
一
十
八
日
（
土
）

　
ヨ
ー
　
ロ
ヅ
パ
　
に
於
け
る
東
洋
鎌
†
の
現
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
達
郎

　
ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
東
洋
学
の
現
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
リ
セ
エ
フ

大
轡
ザ
院
研
伽
九
発
蜘
衣
会
　
　
面
同
月
十
八
日
　
（
十
画
）

　
略
…
山
木
唐
物
一
の
叛
乱
　
　
　
　
　
　
　
　
横
田
　
滋

嗣
　
　
五
凋
十
山
ハ
ロ
目
　
（
土
）

　
明
代
に
お
け
る
儒
仏
融
合
に
つ
い
て
　
闘
野
潜
龍

人
文
科
学
研
究
所
　
開
所
絶
念
公
開
講
演
会

　
五
日
〃
十
山
掛
日
　
（
土
）

　
唐
代
史
料
の
集
成
と
偲
府
元
亀
　
　
　
平
岡
武
夫

　
「
家
族
し
と
い
う
雷
葉
の
意
味
　
　

清
水
盛
光
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京
大
地
理
学
関
係

地
理
輝
才
談
話
会
　
　
三
月
六
R
肌

　
別
記
の
禰
［
り
卒
業
紘
細
文
の
発
表
会
を
行
一
い
、
抽
柳
い

て
卒
・
業
生
の
丸
優
会
を
富
戸
つ
た
。
（
轟
少
加
露
屑
四
〇
名
）

　
　
　
地
理
学
救
蟹
巡
見
旅
行

　
今
年
度
の
見
学
旅
行
は
そ
の
フ
ィ
ー
ル
ー
3
を
曖
国

高
知
に
求
め
た
。
織
田
教
授
・
藤
岡
教
授
・
吉
田
教

官
を
は
じ
め
と
し
て
十
六
名
の
参
加
を
み
、
三
月
二

十
一
臼
の
夜
大
阪
を
船
出
［
し
た
。
高
知
大
学
地
理
教

肇
の
傾
崎
・
谷
淵
両
助
教
授
の
懇
切
な
御
案
内
を
乗
口

く
し
、
樫
浜
の
自
臨
然
爽
、
十
繭
弔
〃
村
の
野
菜
促
成
漏
栽
培
、

高
知
の
和
紙
工
揚
・
城
下
町
景
挽
、
龍
寺
判
…
の
エ

ロ
、
ジ
ョ
ン
・
弥
生
式
遺
蹟
等
そ
の
見
聞
は
多
岐
に

わ
た
っ
て
悪
義
が
深
か
っ
た
。
二
十
三
日
朝
高
知
で

解
散
後
、
大
部
分
の
者
は
宇
和
島
・
松
山
を
経
由
し

て
斬
居
浜
に
赴
き
、
住
友
財
憎
閥
に
よ
っ
て
創
め
ら
れ

た
新
居
浜
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
と
も
呼
ば
る
べ
き
総
合
工

業
地
帯
を
見
正
し
た
。
と
り
わ
け
、
蒸
風
呂
の
よ
う

な
別
子
銅
山
坑
内
で
の
審
さ
な
視
察
は
又
と
な
い
貴

艶
な
印
象
で
あ
っ
た
と
思
う
。

　
　
　
京
大
考
古
単
関
係

漸
．
古
学
談
話
会
　
三
月
一
二
日
午
後
｝
時
　
於
学
亥

学
界
消
息

　
会
館
　
卒
業
生
予
俊
会

滋
賀
県
野
洲
郡
紙
王
村
宮
山
古
墳
発
掘
、

　
滋
賀
県
の
依
嘱
に
よ
ジ
、
樋
口
隆
康
・
金
畑
関
恕
。

　
小
…
野
山
節
三
名
が
従
事
。
二
月
｝
八
旨
！
三
月

　
五
鷺
。

京
都
府
相
楽
郡
高
麗
村
大
塚
山
吉
墳
発
堀

　
一
鉄
道
工
事
の
た
め
石
室
露
出
［
、
袖
似
磁
脳
。
緊
急
に
整

　
理
調
査
を
す
。
樋
口
隆
康
・
藤
沢
長
治
・
林
巳
奈

　
夷
．
金
関
惣
・
小
野
山
節
椎
田
が
従
事
。
三
月
二

　
七
日
一
四
月
四
日
。

　
　
　
京
大
民
俗
学
会
彙
報

　
約
一
年
半
ほ
ど
例
会
を
休
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、

昨
年
十
二
月
か
ら
、
左
詫
に
よ
り
、
再
嵩
発
い
た
し

ま
し
た
。

例
会
　
一
二
月
九
日
午
後
七
時
、
於
京
大
楽
友
会
館

　
神
麟
徹
の
地
位
に
つ
い
て
　
　
　

萩
原
　
龍
…
夫
氏

例
会
　
二
月
六
貝
午
後
六
時
、
於
京
大
楽
友
会
館

　
地
頭
家
の
族
団
祭
　
　
　
　
　
　
竹
国
　
聴
洲
氏

　
熱
田
信
仰
に
つ
い
て
　
　
　
　

井
上
　
頼
寿
氏

会
員
消
息

薪
入
会
員
（
復
活
会
員
を
含
む
）

石
原
道
博

位
野
木
寿
一

植
村
雅
彦

上
田
宏
範

大
阪
市
立
大
挙

　
附
属
團
書
館

大
井
ミ
　
ノ
ブ

笠
石
隆
秀

河
野
文
麿

河
村
盛
　
】

金
子
功
太
郎

河
原
由
郎

木
代
修
　
一

木
村
武
夫

語
阪
市
住
吉
区
杉
本
町

九
七
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菓
原
明
信

桑
田
六
郎

小
糸
伸
　
一

小
玉
新
次
郎

小
林
尊
志

西
京
大
学
丈
芸

科
歴
史
学
研
究

室
佐
和
隆
研

齊
藤
麺
清

渋
谷
有
教

清
原
宜
維

聖
心
女
子
大
学

図
書
館

滝
川
政
次
郎

高
橋
邦
彦

国
中
豊
治

京
都
山
畠
看
京
区
晶
任
山
甲
の
晶
倒
町

三
一

東
京
都
渋
谷
区
宮
代
町
　
一

瞬
中
勝
蔵

檀
上
安
男

中
部
よ
し
子

西
山
松
之
助

日
本
女
子
大
弐

　
史
学
研
究
室

日
日
潮
楓

野
上
都
志
江

浜
口
友
三
郎

馬
揚
憲
三

平
田
辮
三

古
谷
俊
夫

別
枝
篤
彦

堀
田
伊
八
郎

松
永
雅
生

前
嶋
信
次

毛
　
利
　
　
久

東
京
都
文
京
区
高
曇
豊
川
町

伊
藤
祐
昭

有
賀
鉄
太
郎

；岩小菊

憲憂竹

彦郎弘

秋堀室部京村吉松松野西長高重小臼井足

蕪羅羅‡購麟雛島謬
子蔵究学二郎上海辰治人郎郎樹尚勉氏

　
　
九
八
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奥
野
高
広

笠
原
　
一
男

金
　
井
　
　
円

蒋
池
武
雄

菊
地
勇
次
郎

小
西
四
郎

es杉佐齊
申山藤木
健　 進一

辻
彦
三
郎

新
田
英
治

宝花
田
雄
吉

月
圭
吾

村
井
益
男

桃
　
　
裕
行

八越依匹
木智幾
法重署学

証明館直

山

本

武

夫

山

中

裕

弥

細

蟹

佐
賀
市
外
本
庄
村

有竺狩
山日野
勝雅真
隆章顧

岡大

本村

　四

仁朗

松
井
麺
夫

北
村
篤
太
郎

藤
原
良
裕会

員
死
亡

堀　塩定　　国木　　池藤
閾

向
井 内

　
．
宏

島
弥
二

口
聖
粥

　
恵
　
量

見
高
年

　
朋
　
近

　
五
郎

　
芳
彦

右
の
会
員
諸
氏
は
、
逗
去
さ
れ
ま
し
た
。

ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
ハ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
瓦
に
謹

（99）



構
編
　
集
　
後
　
記

　
三
五
巻
の
完
結
が
少
し
く
遅
れ
た
た
め
に
、
こ
の

号
の
壁
刊
に
も
響
い
て
き
ま
し
た
が
、
い
ま
三
六
巻

一
号
を
送
り
ま
す
。
既
に
次
号
の
編
集
も
終
り
、
年

末
の
大
会
ま
で
に
は
三
六
巻
を
完
結
す
る
予
定
で

す
。
史
林
の
出
版
に
つ
い
て
の
い
ろ
ん
な
条
件
も
次

第
に
好
転
し
、
委
員
一
同
張
り
切
っ
て
い
る
わ
け
で

す
。
そ
の
葱
気
込
み
は
、
し
ぜ
ん
史
林
の
内
容
に
も

反
映
し
て
い
っ
て
い
る
こ
と
は
、
本
号
の
豊
富
な
内

容
を
み
て
い
た
寒
け
れ
ば
分
る
と
思
い
ま
す
。

　
け
れ
ど
も
、
た
讐
一
つ
残
念
な
の
は
、
史
林
の
出

版
が
不
規
則
で
あ
っ
た
頃
に
、
会
費
の
滞
納
が
二
大

な
額
に
上
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。
さ
い
き

ん
こ
の
滞
納
会
費
の
圃
収
は
、
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い

ま
す
が
、
い
象
一
そ
う
会
員
の
皆
様
の
積
極
的
な
御

協
力
を
切
に
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
こ
ん
ご
さ
ら
に
会
員
相
互
の
連
絡
を

緊
密
に
し
た
い
と
考
え
、
会
員
消
息
欄
を
設
け
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
入
会
、
退
会
、
転
勤
、
動
静
等
々

を
そ
の
都
度
ぜ
ひ
お
知
ら
せ
い
た
敏
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
象
た
、
学
問
の
発
展
の
た
め
に
、
他
の
諸
学

会
と
の
提
携
に
も
努
力
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
な

か
で
、
史
林
と
史
学
研
究
会
の
発
展
の
た
め
に
、
会

員
の
皆
様
の
い
ろ
ん
な
御
教
示
、
御
拙
判
や
、
御
協

力
を
わ
れ
わ
れ
は
切
望
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
門
脇
）

　
　
　
　
御
願
い

　
史
林
及
び
史
学
研
究
会
の
直
接
の
事
務
運
営
は
、

次
の
よ
う
な
分
担
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。
史
林
及
び

史
学
研
究
会
に
関
す
る
御
批
判
や
御
希
望
を
、
な
る

べ
く
多
く
寄
せ
て
下
さ
る
よ
う
に
御
願
い
致
し
ま

す
。編

集
主
任

編
隻
委
員

開口同

赤
松
俊
秀

池
田
　
誠
（
東
洋
史
）

石
川
栄
吉
（
地
理
学
）

越
智
武
臣
（
西
洋
史
）

門
脇
禎
二
（
日
本
史
）

同庶
務
主
任

庶
務
委
員

同同会
計
主
任
、

会
計
委
員

同

　
　
　
　
一
〇
〇

藤
沢
長
治
（
考
古
学
）

佐
伯
　
富

河
地
重
造
（
｛
果
洋
史
）

林
巳
奈
夫
（
考
古
掌
）

三
吉
　
　
希
（
日
本
史
）

藤
岡
謙
二
郎

瀬
原
義
生
（
西
洋
史
）

末
尾
至
待
（
地
理
学
）

｝
鍛
藍
朋
「
需
翻
定
価
寓

史
　
林
（
第
三
六
遜
、
一
号
）

　
　
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

　
　
　
京
輝
大
学
文
学
部
内

発
行
所
史
学
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
癩
三
門
大
阪
一
冊
五
五
六
番

　
　
　
京
郡
布
下
京
区
七
条
郷
所
ノ
内
寮
町
三
九

印
燗
所
中
村
印
刷
株
式
会
社

（　100　）




